
 

 

科目名 日常生活援助技術Ⅰ（食事）９時間                      担当 江橋 

目的 対象の日常生活を整えるために必要な食事に関する看護技術を学ぶ。 

目標 １食事の援助に必要な知識と技術を習得する。 

２習得した看護技術を組み合わせて、セルフケア能力が低下した療養者に対しての援助方法を考え

ることができる。 

 

スケジュール 

日時・時間数 内容 備考 

10月21日（水） 

１時限目 2/2 

１ 食事の援助 

１）アセスメントの視点 

２）食事に対する具体的援助方法 

シラバス事前学習に追加⇓ 

VISUALEARN「看護のための病態生

理とアセスメント Vol.1 栄養・

代謝 摂食・嚥下障害」視聴 

11月13日（金） 

３時限目 2/4 

２ 非経口的栄養摂取の援助  

12月９日（水） 

３時限目 2/6 

３ 食事介助（演習） 別途演習資料配布 

12月15日（火） 

３-４時限目 3/9 

４ 経管栄養法（演習） 別途演習資料配布 

 

評価  配点３５点 筆記試験および課題レポートで評価する。 

 

その他  摂食・嚥下・消化吸収等、栄養摂取に関連する解剖や形態機能をよく復習して授業に参加すること。 


